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５
月
17
日（
水
）、
鶴
居
村
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
第
17
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
総
会
は
、
５
月
８
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染

症
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
４
年

ぶ
り
に
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
出

席
者
全
員
で
斉
唱
し
、
千
葉
組
合
長

よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
を
代
表
し
、
鶴
居
村
村
長 

大
石 

正
行
様
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央

会
根
釧
支
所
長 

片
田 

英
隆
様
よ
り

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
に
幌
呂
地
区
・
藤

澤 

誠
氏
、
副
議
長
に
白
糠
地
区
・

對
木 

隆
司
氏
が
指
名
さ
れ
、
正
組

合
員
総
数
３
３
０
名
に
対
し
、
出
席

組
合
員
数
２
４
６
名
（
本
人
出
席
35

名
、
代
理
人
出
席
６
名
、
書
面
議
決

２
０
５
名
）
に
よ
り
本
総
会
は
成
立

し
た
事
が
藤
澤
議
長
よ
り
告
げ
ら

れ
、
議
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
報
告
、
議
案
第
１
号
か
ら
議

案
第
７
号
迄
、
及
び
報
告
事
項
に
つ

い
て
順
次
上
程
さ
れ
、
提
案
事
項
は

全
件
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の

ご
支
援
な
ど
に
対
し
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
当
Ｊ

Ａ
事
業
運
営
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
農
作
業
の
始
ま
る
お

忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

中央会根釧支所長
片田　英隆　様

藤澤議長（左）と對木副議長（右）鶴居村村長
大石　正行　様

閉会挨拶
五十嵐専務

議案説明
坂本参事

監査報告
齊藤代表監事

第17回 釧路丹頂農業協同組合通常総会 開催第17回 釧路丹頂農業協同組合通常総会 開催
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第
17
回
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
通
常
総

会
に
あ
た
り
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
例
年
に
な
く
早
い
春
を
迎
え
、
農

作
業
も
最
盛
期
の
中
御
出
席
頂
い
た
組
合
員

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
協
全
利
用
に
対

す
る
協
力
な
ど
、
併
せ
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
か
ら
３
年
目
の
中
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
が
世
界
の
物
流
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
更
に
各
国
が
食
糧
確
保
の
た
め

輸
出
の
制
限
等
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
生

産
資
材
が
高
騰
す
る
、
過
去
に
は
経
験
の
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
又
、
酪
農

に
と
っ
て
最
悪
な
こ
と
が
、
生
乳
生
産
の
抑

制
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
り
大
型

投
資
を
終
え
た
組
合
員
が
、
投
資
計
画
に

沿
っ
た
生
乳
生
産
が
で
き
な
い
こ
と
、
更
に

令
和
４
年
度
の
後
半
に
は
個
体
価
格
が
大
暴

落
し
、
酪
農
家
の
９
割
が
赤
字
経
営
状
態
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
種
対
策
が
あ
っ
て
も

組
合
員
の
収
支
は
更
に
悪
化
の
方
向
へ
向
か

い
、
将
来
に
希
望
が
持
て
な
い
こ
と
か
ら
、

全
道
・
全
国
で
多
く
の
離
農
が
発
生
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
飼
料
生
産
に
つ
い
て
は
、
６
月
か
ら
７
月

の
悪
天
候
・
長
雨
に
よ
り
牧
草
収
穫
の
遅
れ

や
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
生
育
不
良
な
ど
、
収

量
品
質
に
問
題
を
残
し
令
和
４
年
度
か
ら
５

年
度
に
か
け
て
生
乳
生
産
等
に
不
安
が
残
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
協
運
営
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
計
画

時
か
ら
厳
し
い
１
年
に
な
る
こ
と
は
予
想
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
協
力
、
職
員

の
努
力
に
よ
り
一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。生
乳
生
産
に
お
い
て
は
、

10
万
７
千
９
３
０
ｔ
と
な
り
、
個
体
販
売
を

含
め
１
２
２
億
２
千
万
円
、
前
年
よ
り
７
億

８
千
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ミ
カ
ン
収

支
に
つ
い
て
は
、
農
業
収
入
は
前
年
よ
り
増

収
と
な
っ
た
も
の
の
、
支
出
が
12
億
円
以
上

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
所
得
は
２
億
円
を

超
え
る
悪
化
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
運
営
の
中
、
草
地
更

新
・
施
設
投
資
支
援
・
搾
乳
シ
ス
テ
ム
・
サ

ル
モ
ネ
ラ
等
の
支
援
、
特
に
飼
料
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
か
ら

の
協
力
支
援
を
頂
き
な
が
ら
組
合
員
支
援
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
事
業
利

益
は
２
千
５
０
０
万
円
、
税
引
後
当
期
剰
余

金
は
７
千
１
０
０
万
円
と
な
り
、
事
業
分
量

配
当
金
４
千
８
５
４
万
円
の
処
分
案
と
致
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
中
期
５
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
と

な
り
ま
す
が
、
過
去
５
年
間
の
検
証
と
令
和

６
年
度
か
ら
の
５
ヵ
年
計
画
樹
立
の
年
と
な

り
ま
す
。
５
年
後
、
10
年
後
、
釧
路
丹
頂
農

協
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
た
時
、
令
和
６
年

度
か
ら
の
５
年
間
の
計
画
は
、
次
の
世
代
に

と
っ
て
大
変
重
い
計
画
と
な
り
ま
す
。
釧
路

丹
頂
農
協
と
し
て
組
合
員
経
営
の
サ
ポ
ー

ト
・
支
援
、
職
員
の
職
場
環
境
の
改
善
、
新

規
就
農
を
含
め
た
酪
農
に
携
わ
る
人
材
の
確

保
な
ど
、
多
く
の
内
容
を
盛
り
込
む
計
画
と

し
な
が
ら
実
践
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

釧
路
丹
頂
農
協
と
し
て
も
生
き
残
り
を
か
け

た
５
ヵ
年
計
画
と
な
り
組
合
員
各
位
、
自
治

体
・
連
合
会
の
支
援
・
協
力
を
お
願
い
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
生
乳
生
産
は
減
産
型
、

資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
家
畜
価
格
の
安
価

な
ど
、
問
題
が
山
積
す
る
状
況
が
続
き
、
昨

年
以
上
の
支
援
が
な
け
れ
ば
年
末
を
越
え
ら

れ
な
い
農
家
も
多
数
発
生
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
に
対
す
る
要
請
と
共
に
、
釧
路
丹

頂
農
協
と
し
て
自
ら
が
や
る
べ
き
こ
と
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
年
の
春
作
業
は
、
平
年
よ
り
10
日
以
上

早
く
進
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り
、
夏
か
ら
秋

の
収
穫
ま
で
追
い
風
と
な
り
、
豊
穣
の
秋
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
最

後
に
、
本
日
出
席
頂
い
た
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
開
会
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

第
17
回 

通
常
総
会
挨
拶

（
要
旨
）

代表理事組合長
千　葉　喜　好
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通
常
総
会
開
催
前
に
、
令
和
4

年
度
北
海
道
産
業
貢
献
賞
（
農
業

関
係
功
労
者
）
を
受
賞
し
た
瀧
澤

会
長
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
賞
は
農
協
運
営
や
農
業
指

導
等
、
北
海
道
農
業
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
千
葉
組
合
長
よ
り
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
瀧
澤
会
長
よ
り
「
農
業

へ
貢
献
を
し
た
こ
と
が
受
賞
理
由

と
の
事
で
す
が
、
こ
れ
は
、
組
合

員
の
皆
様
、
そ
し
て
農
協
運
営
に

ご
支
援
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
の

功
績
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。農
業
、

酪
農
情
勢
が
特
に
厳
し
い
時
期
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
に
お

き
ま
し
て
も
、
千
葉
組
合
長
、
五

十
嵐
専
務
と
共
に
、
組
合
員
の
経

営
安
定
と
生
活
向
上
の
た
め
に
尽

く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
お
礼

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
業
発
展
の
為
、
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。

瀧澤会長へ記念品を贈呈瀧澤会長へ記念品を贈呈

　
５
月
30
日
、
鶴
居
事
務
所
で
令
和

５
年
度
新
規
就
農
者（
後
継
者
）へ
の

激
励
状
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
激
励
状
の
贈
呈
は
、
令
和
４

年
１
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
に

就
農
し
た
新
規
就
農
者
や
後
継
者
等

を
対
象
と
し
て
お
り
、
北
海
道
の
農

業
・
農
村
を
担
う
一
員
と
し
て
、
英

知
と
努
力
を
も
っ
て
農
業
に
意
欲
的

に
取
組
む
こ
と
を
期
待
し
、
Ｊ
Ａ
北

海
道
グ
ル
ー
プ
が
激
励
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
音
別
地
区
の
中
川 

隼
希

さ
ん
へ
、
千
葉
組
合
長
よ
り
激
励
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
川
さ
ん
は
、「
飼
料
代
の
上
昇

な
ど
で
大
変
な
時
世
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
は
牛
が
快
適
に
生
活
で
き
る

環
境
作
り
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
頑

張
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　
中
川
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

一生懸命頑張ります‼

令和5年度 新規就農者へ激励状を贈呈令和5年度 新規就農者へ激励状を贈呈
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５
月
13
日
、
釧
路
市
大
楽
毛
・
釧
路

農
協
連
共
進
会
場
で
第
43
回
釧
路
Ｂ
＆

Ｗ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
の
６
Ｊ
Ａ
よ
り
48
頭
の
出
品
牛

が
集
ま
り
、
審
査
員
に
陸
別
町
酪
農
家

の
編
田 
尚
弘
氏
、
デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン

セ
ス
は
、
当
Ｊ
Ａ
家
畜
改
良
課
の
饒
村 

紫
係
が
務
め
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
出
品
牛
で
は
鶴
居
地
区
の

増
田 

一
真
さ
ん
が
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
、
白
糠
地
区
の
五
十
嵐 

大
地

さ
ん
が
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
、
同
じ
く
白
糠
地
区
の
（
同
）
伊

深
フ
ァ
ー
ム
が
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ

デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
出
品
さ
れ
た
入
賞
牛
及

び
出
品
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

審査員を務めた
編田　尚弘 氏

デーリィプリンセス
饒村　紫 係

IF エルムランドマツカ メロメロ ET フオグランド オラホーム ブレンボ ヘイチヤン リスター プリンセス ユニクス
部 結果 名　　　　　　号 出品者 地区

１部 ３位 ヘイチヤン ヒラリー ドツク （同）伊深ファーム 白糠

２部
２位 OP MBB デルタラムダ ラブリー （株）植 田 牧 場 幌呂
３位 TKS オーサム カズナリー チーフ 清　水　武　志 鶴居
４位 TKS チーフ ブルーフラワー 清　水　武　志 鶴居
５位 フオグランド ソーサ デルタラムダ 五十嵐　大　地 白糠

３部 １位 パラダイス ゴールド セレクト 松　田　浩　二 白糠
４部 ３位 フオグランド ポータル ドツク 五十嵐　大　地 白糠
５部 ２位 VSツリー スノーボール デンゼル 對　木　賢　雅 白糠
６部 ２位 TKS エレモン G チツプ ET 清　水　武　志 鶴居

９部
１位 ヘイチヤン リスター プリンセス ユニクス （同）伊深ファーム 白糠
５位 アワープライド デルタラムダ スカーレツト（株）植 田 牧 場 幌呂
７位 BS パリス フエルナンド コーラル （株）大坂ファーム 音別

10部 ４位 アントラージ ホツトロツド ペトラ 松　田　浩　二 白糠
11部 ３位 フオグランド ブラウラー ドロツプK 五十嵐　大　地 白糠
12部 ３位 BS フアンシー G ポリス ET （株）大坂ファーム 音別
13部 １位 フオグランド オラホーム ブレンボ 五十嵐　大　地 白糠
14部 １位 IF エルムランド マツカ メロメロ ET 増　田　一　真 鶴居

３位 アワープライド ドアマン スカーレツト ET（株）植 田 牧 場 幌呂

入賞牛一覧表（くしろ丹頂）

リザーブグランドチャンピオン

IF エルムランド マツカ メロメロ ET 増田　一真 鶴居

シニアチャンピオン

IF エルムランド マツカ メロメロ ET 増田　一真 鶴居

リザーブシニアチャンピオン

フオグランド オラホーム ブレンボ 五十嵐大地 白糠

リザーブインターミディエイトチャンピオン

ヘイチヤン リスター プリンセス ユニクス （同）伊深ファーム 白糠

第43回釧路B＆Wショウ 開催第43回釧路B＆Wショウ 開催
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2023年 北海道B＆Wショウ 開催2023年 北海道B＆Wショウ 開催
　
５
月
25
・
26
日
の
２
日
間
北
海
道
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
で
２
０
２
３
年
北
海

道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
道
各
地
区
の
代
表
牛
２
７
２
頭
が
出

品
さ
れ
、
審
査
員
は
ヤ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ

ス
氏
（
カ
ナ
ダ 

ケ
ベ
ッ
ク
州
酪
農
家
）

が
務
め
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
２
農
場
よ
り
３
頭
が

出
品
さ
れ
、
幌
呂
地
区（
株
）植
田
牧
場
の

ア
ワ
ー
プ
ラ
イ
ド 

ド
ア
マ
ン 
ビ
ス
ケ
ッ

ト 

Ｅ
Ｔ
が
第
１
部
で
３
位
に
、
Ｏ
Ｐ 
Ｍ

Ｂ
Ｂ 

デ
ル
タ
ラ
ム
ダ 

ラ
ブ
リ
ー
が
第
２

部
で
３
位
、
音
別
地
区（
株
）大
坂
フ
ァ
ー

ム
の
Ｂ
Ｓ 

フ
ァ
ン
シ
ー 

Ｇ 

ポ
リ
ス 

Ｅ

Ｔ
が
第
12
部
で
６
位
に
入
り
、
ま
た
、
管

内
対
抗
で
は
当
Ｊ
Ａ
の
２
農
場
の
出
品
牛

を
含
む
、
釧
路
地
区
が
３
位
に
入
る
な
ど

健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
網
走
市

㈲
佐
藤
牧
場
の
出
品
牛
サ
ニ
ー
ウ
エ
イ 

ア
ス
ト
ロ 

マ
ツ
カ
チ
エ
ン
（
第
14
部
５

歳
以
上
６
歳
未
満
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
出
品
さ
れ
た
入
賞
牛
及
び

出
品
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

2023北海道B＆Wショウ 出品牛一覧（くしろ丹頂）

部 結果 名　　　　　　号 出品者 地区

１部 ３位 アワープライド ドアマン ビスケツト ET （株）植田牧場 幌呂

２部 ３位 OP MBB デルタラムダ ラブリー （株）植田牧場 幌呂

12部 ６位 BS フアンシー G ポリス ET （株）大坂ファーム 音別

アワー プライド ドアマン ビスケット ET

OP MBB デルタラムダ ラブリー

BS フアンシー G ポリス ET
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５
月
７
日
に
ル
ー
ト
38
音
別
館
お

ん
ぽ
ー
と
で
「
お
ん
ぽ
ー
と
１
周
年

イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
女
性
部

音
別
支
部
が
乳
製
品
の
無
料
配
布

と
、
手
作
り
の
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
用
意
し
た
、
バ
タ
ー
80
個

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
１
０
０
個
は
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
や
占
い
、
富

貴
紙
す
き
の
無
料
体
験
な
ど
、
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
大
勢
の
お
客
様
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
５
月
19
日
、
第
11
回
釧
路
丹

頂
和
牛
改
良
組
合
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
菊
地 

和

広
組
合
長
は
、「
様
々
な
社
会

情
勢
の
影
響
で
、
飼
料
作
物
や

石
油
製
品
の
価
格
が
高
騰
し
、

更
に
生
乳
生
産
抑
制
も
あ
り
、

非
常
に
厳
し
い
情
勢
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
共
進
会
な
ど
に

向
け
て
改
良
に
励
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　
議
長
は
、
菊
地
組
合
長
が
務

め
、
令
和
４
年
度
事
業
・
収
支

決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
案
、
令
和
５
年
度
会
費
の
賦

課
及
び
徴
収
方
法
、
役
員
改
選

に
つ
い
て
、
全
議
案
承
認
さ
れ

総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
菊
地
組
合

長
が
再
任
さ
れ
、
新
体
制
は
上

記
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
出
席
者
で

会
食
を
し
、
親
交
を
深
め
ま
し

た
。

釧路丹頂和牛改良組合　新役員
組合長 菊　地　和　広 鶴　居

副組合長 佐　藤　和　則 音　別

理　事
稲　田　隆　一 白　糠
藤　原　雅　敏 鶴　居

監　事
澁　谷　忠　裕 鶴　居
伊　藤　康　宏 鶴　居 後列左から　藤原理事　澁谷監事　伊藤監事　稲田理事後列左から　藤原理事　澁谷監事　伊藤監事　稲田理事

前列左から　菊地組合長　佐藤副組合長前列左から　菊地組合長　佐藤副組合長

女性部音別支部 が乳製品を無料配布女性部音別支部 が乳製品を無料配布

釧路丹頂和牛改良組合 第11回通常総会 開催釧路丹頂和牛改良組合 第11回通常総会 開催
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※Jミルクホームページより転載

茶碗蒸しの新定番

チーズのミルク茶碗蒸し

　

【作り方】
1.　たまねぎは薄切り。しめじは石づきを切り落と
してほぐす。グリーンアスパラガスは4cm長さ
に切り、ハムは細切りにする。

2.　フライパンにサラダ油を熱し、1を順に加えて
炒め、冷ましておく。

3.　ボウルに卵を割り入れてほぐし、Aを混ぜる。
4.　茶碗蒸しの器に2を分けて入れ、カマンベール
チーズを1切れずつ入れて3を半量ずつ注ぐ。

5.　鍋に水を入れて（器の高さの半分位が目安）
火にかける。沸騰したら火を止めて4を入れ
る。少しずらして鍋にふたをし、弱火で8～15
分間蒸す。

今月のミルク
レシピ

今月のミルク
レシピ

材　料（２人分）
たまねぎ…………………1/4コ
しめじ……………… 1/2パック
グリーンアスパラガス…… 2本
ハム……………………… 2枚
卵……………………………2コ
＜A＞
　牛乳………………… 200ml
　水…………………… 100ml
　顆粒スープの素（洋風）……小さじ2
　黒こしょう（粗びき）…… 少々

カマンベールチーズ
……………… 2切れ（約30g）
サラダ油……………… 小さじ1

おいしいポイント
鍋で手軽に作れます。とろけ
たチーズがアツアツの卵液
になじんだ、口あたりのよい
一品です。

　
５
月
19
・
22
日
の
２
日
間
、
音

別
・
幌
呂
の
２
会
場
で
、
金
融
２

店
舗
化
に
係
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
で
は
、
鶴
居
・
幌

呂
・
白
糠
・
音
別
に
あ
る
４
つ
の

金
融
店
舗
を
、
鶴
居
と
白
糠
の
２

店
舗
に
統
廃
合
す
る
事
に
つ
い

て
、
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
統
廃
合
後
の
店
舗
機

能
や
、
信
用
事
業
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
も
現
在
説
明
で
き
る
範
囲

で
す
が
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
集
ま
っ
た
皆
様
か
ら
は
、
金
融

店
舗
閉
鎖
後
に
始
ま
る
取
次
業
務

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
担
当
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
回
答

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解

を
頂
く
為
に
、
新
聞
折
込
や
店
頭

で
の
周
知
、Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・

広
報
誌
な
ど
で
周
知
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

金融２店舗化に係る説明会 開催金融２店舗化に係る説明会 開催
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　令和３年度に続き、令和４年度も生産現場の努力等により脱脂粉乳在庫の圧縮に
つながりました。

農業経済４KプロジェクトよりJAくしろ丹頂

生産者向け情報生産者向け情報『令和４年度の販売対策の結果と効果』『令和４年度の販売対策の結果と効果』

生産者負担 約６１億円

対　策　費

約３０万㌧の生乳需要を確保

（処理不可能乳発生を回避）

効　　　果

生産者負担約61億円に対し、ナラシ事業における国負担分は約24億円と推定され
実質約37億円の負担により約30万㌧の生乳需要を確保。
生乳換算で脱脂粉乳 約27.5万㌧、チーズ向約1.3万㌧分の生乳需要を確保。
脱脂粉乳在庫量はＲ３年度約9.8 万㌧から、令和４年度約6.4万㌧まで圧縮。

○具体的対策内容
　①「生乳」の需要量を引き上げる
　・ハードチーズ向数量維持・拡大、EPA対策	（13.0億円）
　　�乳業者ごとに基準数量を設定し、輸入チーズとの置換等により基準数量を
上回った場合、乳業者の買入れ乳価の減額等

　・フレッシュ製品拡大対策	 （4.4億円）
　　�生クリーム向、全脂濃縮乳向、脱脂濃縮乳、ソフトチーズ向け等数量に基
準を設け、基準以上となった場合、乳業者の買入れ乳価の減額等。

　・ソフトチーズ拡大推進（小規模乳業者向）	 （0.2億円）

　②「瞬間的な処理能力」を引き上げる
　・非需要期乳製品向処理拡大対策	 （5.2億円）
　　�非需要期において乳業者ごとに乳製品３用途（脱バ・チーズ・生ク等）に
基準を設け、基準を上回った場合、乳業者の買入れ乳価の減額等。

　③「在庫乳製品」の需要量を引き上げる
　・脱脂粉乳 バター等新規需要確保対策	 （38.2億円）
　　処理協力枠を設定し、輸入品との置換の差額を支出等。
　　（バター・脱粉・全粉・全練等）
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

バ
ル
ク
乳
旬
報
や
乳
牛
検
定
成
績
に

記
載
さ
れ
て
い
る
、皆
さ
ん
ご
存
じ「
Ｍ

Ｕ
Ｎ
」
に
つ
い
て
、
活
用
法
を
再
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

一　

Ｍ
Ｕ
Ｎ
と
は

　

乳
牛
が
摂
取
し
た
飼
料
中
の
タ
ン
パ

ク
質
（
分
解
性
タ
ン
パ
ク
質
）
は
、ル
ー

メ
ン
内
で
微
生
物
に
よ
り
分
解
さ
れ
、

ア
ン
モ
ニ
ア
と
な
り
、
微
生
物
タ
ン
パ

ク
質
に
合
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、

過
剰
な
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
血
中
に
取
り

込
ま
れ
、
肝
臓
で
尿
素
に
変
換
さ
れ
ま

す
。
こ
の
尿
素
が
乳
中
に
排
出
さ
れ
た

も
の
が
乳
中
尿
素
（
態
）
窒
素
（
Ｍ
Ｕ

Ｎ
）
と
呼
ば
れ
ま
す
（
図
１
）。

二　

数
値
的
意
味

　

Ｍ
Ｕ
Ｎ
は
乳
タ
ン
パ
ク
質
と
の
関
係

性
が
強
い
た
め
、
両
方
を
同
時
に
見
る

こ
と
で
、「
給
与
し
た
飼
料
中
の
タ
ン

パ
ク
質
（
分
解
性
タ
ン
パ
ク
質
）
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
糖
・
デ
ン
プ
ン
）
の
摂
取

量
が
適
切
か
」
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
表
１
）。

　

表
１
を
参
考
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

状
況
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

適
正
範
囲
外
の
状
態
で
長
期
間
放
置

し
て
お
く
と
乳
牛
の
肝
臓
に
障
害
を
も

た
ら
し
、
様
々
な
疾
病
が
発
生
す
る
た

め
、
後
述
す
る
対
策
を
参
考
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

三　

各
栄
養
状
態
で
の
対
策

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
・
タ
ン
パ
ク
質
過

剰
の
場
合

　

分
解
性
タ
ン
パ
ク
質
含
量
の
高
い
グ

ラ
ス
サ
レ
ー
ジ
類
を
減
ら
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
含
量
の
高
い
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

や
濃
厚
飼
料
を
増
給
す
る
。

②
タ
ン
パ
ク
質
が
過
剰
の
場
合

　

タ
ン
パ
ク
質
含
量
の
高
い
飼
料
を
減

ら
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
含
量
の
高
い
飼
料

を
給
与
す
る
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
タ
ン
パ
ク
質
が
過
剰

の
場
合

　

ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
確
認
し
、

痩
せ
て
い
な
け
れ
ば
タ
ン
パ
ク
質
飼
料

と
濃
厚
飼
料
の
給
与
量
を
再
考
す
る
。

粗
飼
料
割
合
を
増
や
す
。

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
場
合

　

コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
の
糖
や
デ

ン
プ
ン
含
量
が
高
く
、
タ
ン
パ
ク
質
含

量
が
低
い
粗
飼
料
を
増
給
す
る
。

　

飼
料
設
計
上
、
粗
飼
料
が
足
り
て
い

る
時
は
濃
厚
飼
料
を
増
給
す
る
。

⑤
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
の
場
合

　

濃
厚
飼
料
給
与
量
を
減
ら
し
、
粗
飼

料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
再
考
す
る
。

⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足

の
場
合

　

良
質
粗
飼
料
を
給
与
し
、
濃
厚
飼
料

を
増
給
す
る
。

⑦
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
の
場
合

　

タ
ン
パ
ク
質
含
量
の
高
い
粗
飼
料
や

濃
厚
飼
料
を
増
給
す
る
。

⑧
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
・
タ
ン
パ
ク
質
が

不
足
の
場
合

　

タ
ン
パ
ク
質
含
量
の
高
い
粗
飼
料
を

増
給
し
、
濃
厚
飼
料
を
減
給
す
る
。

四　

注
意
す
る
こ
と　

　

対
策
を
実
施
す
る
際
は
、
グ
ラ
ス
サ

イ
レ
ー
ジ
な
ど
の
自
給
飼
料
を
分
析
し
、

分
解
性
タ
ン
パ
ク
質
の
割
合
を
把
握
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
分
析
値
を
利
用
し
飼
料
設
計

を
正
し
く
行
っ
て
も
、
牛
が
必
要
量
を

摂
取
し
て
い
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。
牛
の
採
食
行
動
を
確
認
し
、
選
び

食
い
の
有
無
や
残
飼
量
が
増
え
て
い
な

い
か
な
ど
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

五　

最
後
に

　

今
回
取
り
上
げ
た
Ｍ
Ｕ
Ｎ
値
は
あ
く

ま
で
指
標
の
１
つ
で
す
。
乳
牛
の
行
動

や
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
乳
量
な

ど
様
々
な
要
因
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、

よ
り
よ
い
酪
農
経
営
に
繋
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　

は
こ
ち
ら
へ
→

Ｍ
Ｕ
Ｎ（
乳
中
尿
素（
態
）窒
素
）

に
つ
い
て図１ MUNの合成経路

表１ MUNと乳タンパク質の関係

写真１　採食行動を確認！
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本 店　0154-64-5477

幌呂支店　0154-65-2311

白糠支店　01547-2-2183

音別支店　01547-6-0333

釧路丹頂農業協同組合
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時間が経つにつれ、死亡保障の必要保障額は変化していきます。

今あなたに
必要な

ライフステージによって
必要保障額が減少

保障金額を

幼稚園

小学校

中学校

高校

大学

生活費

小学校

中学校

高校

大学

生活費

中学校

高校

大学

生活費

高校

大学

生活費

大学

生活費

一緒に考えてみましょう

NEWご 相 談 受 付 中

子の
進学子の

誕生

結婚

人生100年時代の
新たな働き方

物価上昇
 賃金据え置き

今月もピンチ…

ライフプランの
イメージは…

例えば、一般的に
準備すべきお子さまの教育費や生活費は
時間が経つにつれて少なくなります。

こうしたお子さまの成長に伴い
必要保障額も変化していきます。

死亡保障ニーズ

限定的？
・　・　・手厚い保障が

必要な時期は

JA共済から を新しい保障の仕組み“ ”
詳しい情報は裏面をご覧くださいご提案

けれど「もしも」の時を考えると
葬儀とお墓の費用約 万円300

万円1,000 以上、
幼稚園から大学までの教育費は

万円2,500

国公立で

すべて私立だと
以上

独身

いたします

※2 出典：文部科学省「平成30年度子供の学習費調査」、（株）セールス手帖社保険FPS研究所「ライフプランデータ集2022年版（大学生の教育費総額）」をもとにJA共済連作成
※1 出典 :（株）鎌倉新書 いい葬儀「第５回 お葬式に関する全国調査 2022年」をもとにJA共済連試算

※1

※2
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23481020384

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

詳しい情報はホームページをご覧ください 

お問い合わせは

ＪＡ共済ホームページアドレス https://www.ja-kyosai.or.jp 

ＪＡの「みちびき」は、
ライフステージに応じて合理的に
備えられる、新しい保障です

ライフステージに合わせて
保障金額を逓減させることで、

お手頃な共済掛金で
必要十分な保障を準備できます。

必要保障額は年々減少。「みちびき」は、そんなライフステージに合わせられる、合理的なプランです。

死亡時だけでなく、
所定の重度要介護状態や
第1級後遺障害の状態も

保障します。

所定の障害状態となったときに、
それ以降の共済掛金は

「共済掛金払込免除」により
いただきません。

特長① 特長② 特長③

死亡保障の負担が軽くなる分を、ご自身の病気やケガ等への備えに見直すことも可能です。
病気から死亡にわたる一連のリスクへの備えについて、あわせて考えてみませんか？

で、準備しましょう！
いろいろな保障から
最適な組合せをご提案します。

死亡
重い生活
習慣病・
三大疾病

身体障害状態・
介護状態・

認知症
病気・ケガ・

がん 詳しくは
こちらへ

仕組図

30歳ご加入

共
済
金
額

70歳45歳（逓減開始年齢）

共
済
金
額×

30
％

第1共済期間（15年） 第2共済期間（25年）

● 逓減開始年齢は一定
範囲内で自由に設定
できます。

第1共済期間

第2共済期間

毎年逓減

「共済金額と同額」を
保障します。

「共済金額に所定の
率を乗じて得た額」を
保障します。

契約日から逓減開始年齢
に達する日の属する共済
年度の末日までの期間を
いいます。

逓減開始年齢に達する日
の属する共済年度の翌共
済年度の初日から共済期
間の満了日までの期間を
いいます。

● 第2共済期間中は、最終年度の共済金の
　額に向けて毎年所定の率で逓減します。
● 最終年度の共済金の額は共済金額の

30％となります。
〈ご契約例の場合〉
3,000万円×30%＝900万円

● 逓減開始年齢の誕生日以後初めて到来
　する契約応当日から逓減開始します。

万一の時
共済金の額

万円3,000

万一の時
万円900

このプランには、下記の特約と制度も含まれています。
指定代理請求特約
受取人となる被共済者が、共済金等を請求で
きない身体状況にある場合などに、あらかじめ
指定された方が代理請求することができます。

生前給付特約
余命6か月以内と判
断された場合、共済
金を前払いします。

共済掛金払込免除制度
病気・災害により所定の状態
になられた場合、以後の共
済掛金はいただきません。

このプランにご加入いただける年齢

歳～　　歳15 44
ご加入いただける年齢は
プランによって異なります。*

ご契約例

歳30
加入年齢

主契約
●共済金額：3,000万円
●逓減開始年齢：45歳
●共済期間：70歳満了

特約
●指定代理請求特約
●生前給付特約

（共済掛金の払込経路が口座振替扱いの場合）

共済掛金（2023年4月現在）
男性月払い
女性月払い

男性年払い
女性年払い

8，808円
5，208円

103，476円
61，446円

共済掛金（例）

割りもどし金は、ご契約後3年目から
発生し、ご契約中いつでもお引出しに
なれます。ただし、割りもどし金の額は
年度ごとに変動し、経済情勢などに
よっては0となる年度もあります。

割
り
も
ど
し
金

解約に際しては、組合の定める取扱い
に基づき計算した金額を返れい金とし
てお支払いしますが、場合によっては
ご契約後長期間または共済期間を通
じて、返れい金はまったくないか、あっ
てもごくわずかとなることがあります。

返
れ
い
金

お払込みいただく共済掛金（一部抜粋）
（2023年4月現在）

月払い 年払い

15

20

25

30

35

40

7,128円

7,638円

8,148円

8,808円

9,528円

10,398円

84,006円

89,826円

95,856円

103,476円

112,446円

122,706円

月払い 年払い

4,458円

4,698円

4,908円

5,208円

5,538円

5,898円

52,416円

54,966円

57,966円

61,446円

65,286円

69,606円

加入
年齢
（歳）

男 性 女 性

● 定期生命共済（逓減期間設定型）にご加入
いただける年齢は15歳～65歳です。
プランによって異なりますので、詳しくは
お近くのJAまでお問い合わせください。

● 左記プランをご選択いただいた場合の
共済掛金です。

● 上記の共済掛金は、払込経路が
　口座振替扱いの場合です。

逓減開始年齢について

保障を逓減させている分、共済掛金は割安になります！22注目
ポイント

11注目
ポイント

逓減開始年齢により、逓減が開始する時期を任意に設定可能であり、ライフステージに
合わせて逓減時期を設計することで、個々人のニーズに応じて保障を準備できます。

……………最短期間9年

……………最短期間1年

入力欄本 店 共 済 課　0154-64-5477
幌呂支店金融共済課　0154-65-2311
白糠支店金融共済課　01547-2-2183
音別支店金融共済課　01547-6-0333
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まちがいさがしまちがいさがしににチチャレンジャレンジ‼‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

キ
リ
ト
リ

6月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

まちがいさがしまちがいさがし

どなたでも応募できますので
たくさんの応募お待ちしております。

・つぶやきコーナー

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2023年７月７日まで
　当選者の発表は７月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

・�・�暖かい太陽の下で家庭菜園にがんばって暖かい太陽の下で家庭菜園にがんばって
いる姿が楽しい日々だと思います。皆もいる姿が楽しい日々だと思います。皆も
ガンバロー	ガンバロー	 （Ｓ・Ｍ）（Ｓ・Ｍ）

・�・�やっと野菜が植えれます。草取りは大変やっと野菜が植えれます。草取りは大変
だけれども土いじりは大好きです。だけれども土いじりは大好きです。

		 （イクリン）（イクリン）

・�・�クロスワードは50年以上やっているよ。クロスワードは50年以上やっているよ。
		 （スウさん）（スウさん）

今回の答えは７月号に掲載するよっ！！

ア マ リ リ ス５月号の答え

・S・M さん　・イクリン さん　・スウ さん

おめでとうございます!! ５月号の当選者

右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。
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（令和４年６月20日付）辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

坂本　克則 参 事 参　　事
兼 畜産生産部長

鈴木　郁也 管理部付出向 鶴居村乳牛検定組合・鶴居村酪農ヘルパ
ー利用組合 営 農 部 農業振興課長

兼 管理部融資審査課長

久保田幸彦 管理部付出向 釧路市音別町農業振興公社 営 農 部 白糠営農課農業振興・支援係長

山本　雅代 金融共済部 本店金融課金融係長 金融共済部 本店金融課金融係

今野　佳奈 金融共済部 本店金融課金融係
兼 本店共済課共済係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係

髙山　春花 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 金融共済部 本店共済課共済係

春日　　守 営 農 部 営農部長 営 農 部 営農部長
兼 農業支援課長

髙野　明徳 営 農 部 農業振興支援課長
兼 管理部融資審査課長 営 農 部 白糠営農課営農相談係長

橘田　壮則 営 農 部 農業振興支援課農業振興支援係長
兼 管理部融資審査課融資審査係長 営 農 部 農業振興課農業振興係長

山本　晃平 営 農 部 農業振興支援課農業振興支援係 営 農 部 農業振興課農業振興係

福澤　蓮太 営 農 部 農業振興支援課農業振興支援係 営 農 部 農業支援課農業支援係

眞鍋　隆宏 営 農 部 営農相談課営農相談係
兼 農業振興支援課農業振興支援係 営 農 部 営農相談課営農相談係

高橋　　綾 営 農 部 白糠営農課営農相談係長
兼 農業振興支援係長 営 農 部 農業支援課農業支援係長

兼 管理部融資審査課融資審査係長

位下　光廣 畜産生産部 畜産生産部長 畜産生産部 販売課長

八木澤祐樹 畜産生産部 販売課長 購 買 部 生産資材課長

小野寺淳子 畜産生産部 販売課販売係（鶴･幌担当）
兼 家畜改良課家畜改良係（鶴･幌担当） 畜産生産部 販売課販売係（鶴･幌担当）

田村　貴之 畜産生産部 販売課哺育育成センター係 購 買 部 生活課鶴居店係

髙橋　伸幸 購 買 部 生産資材課長
兼 生産資材課鶴居店係長 管理部付出向 鶴居村乳牛検定組合・鶴居村酪農ヘル

パー利用組合

松原　洋子 購 買 部
生産資材課幌呂店係長
兼 燃料課幌呂給油所係長
兼 生活課幌呂店係長

金融共済部 本店金融課金融係

村井　海渡 購 買 部
生産資材課幌呂店係
兼 燃料課幌呂給油所係
兼 生活課幌呂店係

購 買 部 生産資材課幌呂店係
兼 生活課幌呂店係

池田　直哉 購 買 部 生産資材課白糠店係長 購 買 部 生産資材課白糠店係長
兼 燃料課白糠給油所係長

平川　秀樹 購 買 部 燃料課白糠給油所係長 購 買 部 生産資材課鶴居店係長

藤田　　空 購 買 部 生産資材課音別店係
兼 生活課音別店係 購 買 部 燃料課鶴居給油所係

（令和５年６月１日付）
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長
　
髙
野
早
苗

丸
子
啓
三
　
真
坂
賢
介

岡
本
和
仁

樋
口
淳
也
　
武
田
千
代
士

酒
井
久
仁

小
池
誠
二
　
宮
本
芳
枝

係
長
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長
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課
長
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長
　
生
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材
課
幌
呂
店
係
長

塩越　克哉
瀧澤　義一
折笠　文則

千葉　喜好 成田　純哉
大坂　博文 松井　俊治
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 通常総会も終了し、これからは牧草収穫作業など、農作業の繁忙期を迎えることと思います。

少しの油断が作業中の事故などに繋がることもありますので、休憩を取りながらの作業で事

故の起こらない事を願っております。（山本）

■令和５年度 　生乳生産実績（４月）
月計乳量（kg）同月前年比（％）累計乳量（kg）累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,753,724.8 95.8 8,753,724.8 95.8
鶴居地区 3,243,819.7 94.7 3,243,819.7 94.7
幌呂地区 2,520,168.6 98.2 2,520,168.6 98.2
白糠地区 1,676,673.3 95.0 1,676,673.3 95.0
音別地区 1,313,063.2 95.4 1,313,063.2 95.4

管 内 計 42,517,486.4 87.5 42,517,486.4 87.5
（前年度管内計） 45,132,478.7 45,132,478.7

理　事　会　報　告
４月臨時理事会　令和５年４月17日（月曜日）

４月定例理事会　令和５年４月28日（金曜日）

報告事項　�
１．㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査報告について

�付議事項　�
議案第１号　みのり監査法人の監査結果について
議案第２号　�令和４年度（決算）にかかる監事監査

の結果について
議案第３号　�令和４年度（第１７年度）貸借対照表、

損益計算書および注記表並びにみのり
監査法人の監査および監事の監査報告
の承認について

議案第４号　�令和４年度（第17年度）事業報告、剰
余金処分案の承認について

議案第５号　�地域農業振興計画およびＪＡ中期経営
計画の取り組みについて　

議案第６号　�一般社団法人　釧路市音別町農業振興
公社の役員推薦について

　　　　　
その他協議事項　�
１．その他

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．子会社の決算状況および監事の監査報告について

�付議事項　�
議案第１号　�不良債権の処理方針について
議案第２号　子会社の令和５年度事業計画の策定について

その他協議事項　�
１．�第１７回通常総会の議事運営について
２．当面の業務日程について

■
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お 詫 び と 訂 正
５月号２頁の釧路丹頂農協馬事振興会の新役員の氏名に誤りがありました。お詫び申し上げますととも
に、改めて訂正させて頂きます。

（誤）監　事　佐藤　幸一　　→　（正）監　事　佐藤　浩一


